中映協技術セミナー報告
中映協 技術委員会
㈱テレビシティ 姫野敬幸
テーマ


：「４Ｋ映像制作」
セミナー
①：「４Ｋ映像制作における技術について」

講　師

①：パナソニック㈱イメージング事業部プロフェッショナルAVBU 瓜阪 裕一

セミナー
②：「当社が4Kカメラを導入するまでと、その後の選択」

講　師

②：㈲極楽映像社　代表取締役　野澤啓氏
セミナー
③：機材展示「最新４Ｋカメラの展示」
日　時


：2015年9月15日　14時～18時

場　所


：国際デザインセンター（ナディアパーク）6Fセミナールーム3

参加者


：45名
パナソニック社の全面協力を得て、①4K映像制作の技術傾向、②実際に4K映像制作を行っているプロダクションのお話、そして③最新の4K機材の展示を行いました。
1� 4Kと言えば中部地区では未だに解像度（3840x2160）が話題の中心ですが、東京では既に高色再現性（Rec2020）や高ダイナミックレンジ（HDRテレビ）などが重要になっている様子が分かりました。「4Kカメラでは少しでも人間の目に近いダイナミックレンジが大切」というのは新しい概念でした。明るさ（nits）や階調（stop）と言った単位も初耳でした。

また、8K放送もNHK（＝総務省）は着々と進めている事が伺え、広帯域伝送方式も含め将来型テレビの可能性も垣間見える内容でした。
②極楽映像社がなぜ4K映像制作中心になったかが良く分かるお話でした。フィルムの質感を求めてCineAltaからVARICAM、そして4Kへとシフトしていったのがとても自然な流れに思われました。新しい分野への挑戦が新しい業務を開拓していくのは名古屋市場では求め得ないことで、羨ましいと感じたのは私だけでしょうか。「４Kの質感を表現するためにはカメラよりレンズが重要」と言うことで、新旧様々なレンズこのセミナーのために撮り比べていただていたのには驚きました。しかし、レンズの良し悪しのお話は我々には少し難しかった様に思います。野澤さんは会社の代表者ですが、技術者目線でお話をして下さりとても共感が持てました。

③パナソニックが満を持して発売する4Kハンドヘルドカメラ、ソニーとは違った（モジュールタイプvsショルダータイプ）の4Kハイエンドカメラ、デジタル一眼カメラを用いた安価な4K撮影システム、現状のB4マウントレンズの資産を活かす4Kカメラ、ノートPCを用いた4Kモニター等の展示が実際に操作できる状態で行われました。普段なかなか触れる機会の無い4Kカメラを存分に操作する事が出来ました。
全体に好感を持って参加いただけたセミナーと思います。

技術委員会では今後も最新技術を学べるようなセミナー企画を提案していきたいと思います。

御協力いただいたパナソニック社の皆様、中映協関係者の皆様、ありがとうございました。
